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◆ 超巨大ハリケーン「カトリーナ」が，アメリカ南部の
中心都市ニューオーリンズを襲い，大きな被害が出
ているようです．被害が少しでも少なくすむことを
祈ります．地球温暖化のためか，東アジアでも春先
や晩秋にまで台風が発生し，かつ大型にまで発達す
るようになりました．大型台風が強い勢力を保った
まま日本を襲うケースも増えてきたような気がしま
す．この先いったいどんな現象が現れてくるのでし
ょうか？
◆ さて，今月の地質ニュースは「南米の金鉱床」・

「海洋における物質循環」・「火山博物館」・「北欧の
文学と地質」・「移動地質標本館」など多彩な内容と
なりました．
◆ まず，村上・実松氏が「チリ北部マリクンガ帯の
の斑岩金鉱床」と題して，チリ北部のアンデス山中
にある金鉱床について紹介してくださいました．斑
岩（ポーフィリー）型鉱床と言えば銅鉱床の代名詞の
ようですが，金を産出する鉱床もあるようです．鉱
石1t中に金が0.7～2.5gしか含まれない鉱石が多量
に処理され，1,000トンにも及ぶ金が回収されるとの
こと，日本では考えられません．表紙・口絵の写真
と合わせ興味深く読んでいただけるでしょう．
◆ 次に川幡氏が「海洋表層における物質循環研究
1－炭素から微量金属へ－」・「海洋中深層における
地球環境研究2－炭素循環から微量金属へ－」と題
して，海洋における物質循環の研究を紹介してくだ

さいました．前者では，海洋表層における生物活動
に伴う有機炭素の動き，生物に取り込まれ濃集され
た重金属が堆積物として固定されるプロセス，これ
らに対する人類の活動の影響などについて報告さ
れました．後者では海洋中の粒状物質の挙動を中
心に報告され，生物の活動やエルニーニョと重金属
の挙動など，興味深い報告をされました．
◆ 池辺氏は「（財）阿蘇火山博物館」の近況を紹介
してくださいました．親企業が破綻の危機に陥るな
かで，入館者の減少する博物館が，地域の支援を受
けながら，新たな運営組織の立ち上げ，NPOや大
学との連携など，新しい博物館へ脱皮する経緯が
紹介されました．一方，柳澤・谷田部氏は，産総研
東北センターの一般公開での「移動地質標本館」の
様子を報告されました．全国各地にある多くの博物
館は国民にどう役立つのか？ 国民はそれらをどう活
用したらいいのか？ みんなで考えていきたいもので
す．
◆ 蟹澤氏は北欧の地質を童話をとおして紹介して
くださいました．氷河に削られた大地・白夜と森と
湖の国，ニルスと一緒に，空から眺めることができ
たらどんなにか素晴らしいことでしょう．
◆ 酒井地質相談所長は「地質相談あれこれ」と題し
て，年間1,000件を超える地質関係の相談のあれこ
れを紹介してくださいました．

（須藤定久）


